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は高々 H61der連続性を持つことまでが期待 される. 単独の porousmedium方程式に対 しては
Ladyzenskayaらにより,弱解の有界性が知られ,またDiBenedetoIFriedman,Wiegnerらにより弱解の
H61der連続性が知られていたが,外力項を持っ問題に対する弱解のH61der連続性の顧わな証明は不明で
あった.特にベクトル値の問題を考察する際には比較定理による方法は適用できない.申請者は
DiBenede批)-Friedmanによる交代選択の手法を再考し,内在的放物領域を本質的に取り替えて証明を再構
成し,外力項の大きさを正確に取り込んで,比較定理に寄らない解のH61der連続性を証明した.外力項
の影響は,有界性以上の正則性を得るのに必要な可積分性条件を強Lp積分条件を弱Lp条件に拡張して与
えたのと同時に,H61der連続性評価を線形熱方程式の評価の拡張となるような形で与えた.解のH61der
連続性を得るには,解の上半レベル集合の測度の密度の大きさに応じた,解の大きさの評価を選択的に得
る交代選択定理を得ることが本質的ではあるが,問題を設定する本質的な放物領域の大きさを解の振幅で
はなく解の放物領域における最大値に取り替え,交代選択補題を再構成した.このような証明法のおかげ
で,得られるH61der連続性における外力や解の大きさの寄与が顕わに与えられる.選択交代定理そのも
のは,いわゆるCaccioppoli評価と逆H61der不等式を確立して解の上半レベル集合の測度に対する評価を
得ることによって示した.
さらにこうした弱解の正則性評価の応用として,退化Keler-Segel系の臨界指数における,弱解の時間
無限遠での漸近挙動の研究に応用した.退化Keler-Segel系の時間大域的な挙動は劣臨界指数の場合には
摂動項の影響を失い主要部の特解である,Barenblat-Patle解に漸近収束することが知られているが,主
要部の非線形指数がちょうど臨界となる2-2/nの場合にはLlノルムによる一様漸近評価が得られていなかっ
た.こうした退化型の放物型方程式の時間無限遠での漸近挙動を知るには漸近展開の次数と同等の解の正
則性が必要となる場合が多い.解の連続性だけを前提にすると漸近系への収束性のみは得られるが,漸近
収束の次数を得ることは困難である.ここでは方程式の前進自己相似変換を施した問題に対する弱解の
H61der連続性が証明のための焦点であったが,申請者は弱解に適当なモーメントの有界性を仮定した上
で,前進自己相似変換した問題の解のH61der連続性を確立し,臨界指数の場合の時間無限大での解の漸
近形への一様漸近収束評価を証明した.臨界指数の場合は様々な指数がちょうど釣り合い劣臨界の場合に
比べて非常にぎりぎりの評価を要するが,前進自己相似変換後の弱解の正則性を適用したことで臨界時の
証明を明白にしている.
以上の成果から,学位申請者である水野将司は単独で未開の問題を探索する能力,独特の手法によりそ
れらに肯定的な解決を与え得る,独立した研究者として高度な研究能力と学識を兼ね備えていると認めら
れる.よって水野将司提出の論文は博士 (理学)の学位論文として合格と認める.
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